
　　　さわやかな秋風が吹く季節、みなさんはいかがお過ごしでしょうか。

　　今号は、４月から新しく着任しました総看護師長を紹介いたします。

ゴ ト ウ フ ミ コ

４月に勤務異動で江刺に参りました総看護師長の後藤富美子です。出身は沿岸の宮古市です。

転勤等で内陸に住み始めて９年目になります。江刺リンゴが大好物です。

江刺病院は、県土の広い岩手県の南に位置し、基幹病院である胆沢病院と連携しながら

ポストアキュートからサブアキュートと、地域の入院機能を担いつつ、介護・福祉・行政との

連携をはかり、地域に密着した質の高い医療・看護の提供に努めているといった特徴があります。

私たちは、人としての尊厳と権利を理解・尊重し、地域の皆様に信頼される、心に寄り添った看護

実践をめざしています。明るく元気な川村院長のもと、看護科も頑張りますので、どうぞ宜しく

お願いします。

～　新任のごあいさつ　～

福利厚生・広報・情報化委員会

　平成30年9月

　第４9号　

　【　基　本　理　念　】
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「誠実と医学で支える良質な医療」を提供し、地域の人々に愛される病院づくりを進めます。

　　岩手県立江刺病院広報

　はばたき

院長です。

総師長の活躍に期待してま

す。



平成30年5月4日

天気予報ではあいにくの雨☂予報でしたが、無事に晴れ☀　
大パレードで踊ってきました。

江刺病院に配属となって2ヶ月が経ちました。まだまだ不安なことや分からないことがあります
が、学びが多く毎日が新鮮で充実した日々を過ごしています。甚句まつりは小学校、中学校と参
加してきました。社会人となって参加することになって少し驚きましたが、過去の経験があり楽しく
踊ることができました。沿道の皆さんの温かい拍手や笑顔に元気をもらいました。改めて地元は
いいところだなぁと思いました。甚句まつりを通して地域の方たちと交流する事が出来たと感じま
した。今後も地域の皆さんに寄り添った看護を提供できるように努力してきたいです。
3F　看護師　後藤美樹

江刺病院で働くようになり早くも2ヶ月が経ちました。私自身お祭りに参加した経験がなく甚句ま
つりにも初めて参加させて頂きました。はじめは踊りを覚えられるのかという不安やたくさんの方
の前で踊ることに恥ずかしさと緊張を感じていました。いざはじまると周りの一体感と楽しもうとい
う雰囲気に自然と笑顔になりました。楽しく踊ることが出来たこと、地域の方々と交流できたこと
はいい思い出となりました。甚句まつりを通して江刺病院の一員であるという自覚を持ち、地域
の方々に貢献できるように看護師として日々精進していきたいと思います。
3F　看護師　千田沙也加

4月から江刺病院に採用となり2ヶ月が経ちました。地元が江刺であるため、甚句まつりには小学
校・中学校と参加してきましたが、江刺病院の一員として参加する今回は今までとは違った緊張
感がありました。しかし、始まってみると地域の皆さんの温かい声援などもあり楽しく踊ることが出
来ました。病院に戻ってくる道中は疲労感もありましたが、職員の皆さんと一緒に踊り、地域の
方々との交流が出来たことで江刺病院の一員であることの自覚がより強くなりました。これから
は、地域の方々が少しでも元気に生活が送ることが出来るような手助けができるよう頑張ってい
きます。
理学療法士　佐藤夏帆



　平成３０年６月８日～１５日の６日間、昼休憩時間を利用し、第６回院内卓球大会が開

催されました。

　部署を超えてのチーム編成であり、その時集まったメンバーで即興のペアを組み、練習

する時間もありません。対戦相手はもちろんのこと、ペアになった相手の実力も知らない

ままゲームが始まります。

　最初はみんな緊張の様子でしたが、ゲームが進むにつれて声を掛け合いチームワークが

発揮され、熱戦が繰り広げられました。また、意外な人が機敏な動きをして、驚きの声が

あがっていました。職員同士の親睦を深めることが出来たと思います。

　　（医事経営課　鈴木　健礼）

　医事経営課など属する１Ｆチームは、選手の頑張りがあり

ましたが残念なことにとに最下位となってしまいました…

　しかし仕事の忙しい中参加いただいた皆様のおかげでとて

も盛り上がったレクとなったと思います。来年はもっと腕を

上げて頑張りたいです。



7月21日、大船渡の市民体育館にて球技大会が行われました。
今回、江刺病院ではバレーと卓球に参加し、各チーム良い試合を行ってきました。

バレー部より
　今年もバレー部は総勢10名とギリギリのメンバーで参加してきました。
　昨年は1セットをとり大健闘しましたが、今年は対戦相手が優勝候補の大船渡・胆沢・
高田だったため5点取る事が精いっぱいでした。
　しかし、誰も大きな怪我をすることなく、楽しく参加することができて良かったです。
　選手の皆さんお疲れ様でした。そしてたくさんの応援ありがとうございました。　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　          

卓球部より
　今年は、卓球経験者または未経験者をかき集め、卓球部として参加しました。
　経験者の冴えわたるサーブや白熱するラリーは凄まじく、対して、未経験者は珍プレー
や優勝候補のサーブに驚嘆したりと卓球の楽しさを味わいました。
　結果は、経験者の健闘もむなしく全試合惜敗でした。でも、とてもいい汗かきました。
　また、たくさんの応援ありがとうございました。


